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経編地の構造と物理的性質の関係に就て(第1報)
寺崎正雄.前田松夫.坪田 聴
Effect of the Construction of Warp 
Knitted Fabrics Upon Their PhysicalProperties (0 
Masao TERASAKI， Matsuo MAEDA， Satoshi TSUBOTA 
To improve the quality and increase the u日tizationof warp knitted fabrics， we have 
to inquire their practical faculity by researching their physical properties， and study 
the best construction for their uses. 
For this purpose， we researched empirically the effects of the weaves and density of 
warp knitted fabrics and the twist of yarn upon their physical properties. 1n this 
paper the weight / cm二 looplength， shirinkage of warp and compressibility of warp 
knitted fabrics are concerned. 
The following results have been obtained. 
S ____ 
(1) The value of ~函=K is variable in the various w向e伺ave偽 but is constan t in the 
same weave fabrics and no concern of the density of fabrics， when N......no. of loop/cm2， 
S…';no. of loop/m. 
-(2) The relation between the weight/cm2 ， loop length and the density， weave of warp 
knitted fabrics are presented by the following formula. 
1 _ _ lOC 
一一一a ハ 9K2
when W..・"'weight/ cm2 N… no. of loop / cm2 
C… yarn count (denier) 
a… loop length K......constant. 
(3) The ratio of warping length to cloth length is approximately presented by the 
following formula， 
lt=JUT 
when 
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1 .・.eloth length 
L … warping length 
W… no. of wale / cm 
C … no. of course/ Crn 
K.…ぃconstant.
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(4-) The thickness and compressibility of warp knitted fabrics are more greatly 
effected by their weaves than their density. 
1.緒雷
程メロヤスは緯メリヤスに比して其歴史は新しく我国繊維工業界に於て認識され初めたのは昭和5.6年
以降の事で，其後国産慢が製作される様になり，そり将来性は見る可きもDがあるかに見えたが大戦D嵐
によってー頓挫をきたした。併し終戦後目ざましく振興し漸く世人の注目を集める様になり，肌着は勿論
運動服，婦人児服地，手袋地等に広く利用され叉最近では靴下生地としても利用される様になった口併し
其品質を向上しE利用価値を更に一層高めんとするにはその機械的，物理的性能の研究により実用的性能
を究明し，各用途に対して最も適応した構造を考究する事が必要である。
本研究は編地の組織，密度及び原糸の撚数が経編地特にトリコツト編地の物理的性質に如何に事響する
かについて実験的に調査したもので，本報告は之等物理的性能中平面重，編目長，編結み，厚度及び圧縮
性について報告する D
2. 平面重友ひ編目長
編地の単位同積θ重量は使用原来，編地の密度及び組織によって異るもので、編地の比重及び含気量等
の計算上必要註項目である。市して之を測定する方法としては編地から一定面積を切り採って秤量する
か，或一定長，一定幅の大きな面積の編地の重量を測定し，之から換算する。筆者等はラウツ精密番手計
に附属するものと向型の切断ゲーヂを使用し256cm2 (16cm x 16cm)の試料を裁断した。勿論裁断に際
し編地に不規則主主張力及び雛を与へざる様相心の注意を払った。第1表は密度を異にする1/1トリコツト
人絹編地5種類について測定した結果である口
第 表
編目数/cm2 貫(g量 /cm2 1編自の長さgm) (m.m) 
230.7 B.75 2.84 
259.7 9.4 2.71 
302.4 10.16 2.52 
306 3 10.03 2.46 
326.4 10.35 2.38 
備考使用原糸 120d人絹糸
第 1表に於て重量は絶対
乾煉重量に公定水分率を加
算したものを示し，編目長
は試料中に含有される編日
教と重量から計算的に求め
たもDである。今編地lcm2
内にある編目数を N，lm.
の来で編成し得る編目数を
Sとすればん♂値は
"N 
230.7 
259.7 
302.4 
306.3 
325.4 
第2表に示す如く各試料に於て殆ど同ーとなり，其平均値は 23.09となった口
第 2 表
./N 
15.2 
16.1 
17.3 
17.5 
18.1 
一ー一一「
平均 23.09 
此値は筆者の一人がかつて綿製平編地について実験した場合の測定値も殆ど同じで 2.51となり，又
J. B. Lancaskireが発表した綿製インタロック(両面〉編地に於ても殆ど同じで1.94tJ..る事を示した。
但し此両者に於てはNをlin2 の編目数，5を1択D来で編成し得る編回数とした場合の値である口
第 3表は密度を略同ーとし組織を異にするトりコツト人絹編地につき前記同様の方法で測定した結果
である。
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臨 3 表
帝旺 職 編回数(N/〉cmz 意〈最mc/凶 嗣(mのm長〉さ I端(書S)官し碍l|d WくEF〉
1/1トリコツト 259.7 9.4 I 2.71 I 369.0 16.1 I 22.92 
2/1 トリコツト 251.2 10.79 I 3.22 I 310.5 I 15.2 I 19.65 
3/1トリコツト 249.0 13.35 I 4.02 248.8 I 15.8 I 15..75 
備考- 使用原糸 120 d.人絹糸
S/ 
斯如〈編地の組織が異れぽ 、/白ーの値も異るが，同一組織の編地に於τは此値は殆ど同ーなる事を知
り得る。夫故人絹ト Pコツト編地む密度と平面童との関係は次式によって表し得る口
w= Nx1∞宮 0.05xC 〆 -10C110C
--------;:;----X一一一一一一 =./N X一一ニ--=--XーS "450 ~V ，n "9K ~ a :'9K:! 
但しS/J'N =K (常数).c…原糸番手〈デ;::.-Jレ数).
S…1mで編成し得る編目数.W…重量1m2 (g)， 
N..編目前cm2 ， a=す1編自の長さくm)とする口
上記実験によって使用原来の種類及び番手の同じ編地む聞に於ては向一組織の編地の平面重は単位面
積内む編目数の平方根に此例し，編目長は之に反比例するD 叉同一密度。編地に於ては平面重及び編目
長は KCD値に反比例して変化する即ち箆む移動距離C大なる組織 (Ko.J値の小なるもの〉程大となる事
が分る白
3. 縮 編 み
経編地D編縮みは密度及び、組織によって具るのは勿論であって，之等の関係を知って長く事は経J編地
C設計上必要である口特に2枚以上の践を使用して編成する編地に於ては各践に対する warpbeamに
巻かれた経来が全部同時に編み終られる様に整経しないと残った経糸は無駄となるから編地D密度及び
組織から各ピ{ムD整経長の割合主予め知って者く必要がある。
今編地主構成している糸が編み上げられるまでに受廿る機械的力によって糸自身に永久歪が残らない
もDとすれば塾経長に対する編上長D比は次式によヲて求め得る。
Kν/百 K j，証一
L::=す xcx100xl 二工 1而 i耐 lE
但しL…塾経長(m.)，1…編上長(m.)，S…1mo.J来で、編成し得る編目;教.N…編目数/cmZ， w…ウエー
ル数/cm，C…コ{ス数Icm，K…常数〔第2表，第3表参照〉 とするロ
第 4表及びび、第5表は夫々密度及Eび主
に求めた編縮みを示す白編縮みo.J~1j定は Tricot warp 100mに於て密度及び組織り異る編地主編成ず
る際，経糸長40cm毎に印をつけ.1比印D問。距離主編土後実測して求めた。
第 4 表 第 5 表
コース数/cmlゥエール数/cm去J首塑ì~縮i庄み司(1/差r)値
24.41 9.45 1/7.08 1/6.97 
26.38 9.84 1/7.27 1/7.09 
|ウエー J[，数|編縮 み
組 織 i土竺ー"/~ -，vicml豆iJ1U直直亙
23.56 I 1・但 ! ω.671 山 .32
29.53 10.24 1/7.55 1/7.35 
2/1トリコツト 1. 20.16 I 12.46 I 1/7.41 I 1/6.63 
30.71 10.63 1/7.62 1/7.37 3/1トリコツト | 19.2912.9 胤 2611/7.76
僻j考i各試料共 J昔原日J糸織・・・・12/I トリコ糸ヅト編
日d. ノd日 備考各試料共 J原糸一…120d.人絹糸
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第 4表及び第5表に於て編上長に対する整経長D割合は実測値はイ可れも計算値より幾分大と怠ってい
るD 之は経糸長を経編機上に於て測定したるため即ち経糸に張力が作用している状態で測定したるため
に生じた誤差と考へられるのであって，編上長に対する盤経長。上ヒは大体上式によって求める事が出来
ると考へられる。
4. 厚度友び庄縮性
編地の厚さは・編地の比重，合気量，保温性，通気性等白根本となるもので編地D物理的性質を研究するに
は重要拡項目である。編地の厚さを測定する際、注意すべき事は測定。際編地に与えられる加圧荷重によ
って厚さが異ってくる事である。従って厚度測定にはその時の加圧荷重を正確にして告く必要がある口
第 1図は筆者等が:種々異った正確な圧力の下で編地の厚さを測定せんとして考え
E L 
た装置である。図に於て T は伸縮台で T の上部の台 D 上に平面鏡用硝子板~e:>
せ硝子板面の水平を正確に定め，更に硝子板上に己定の面積及び重量を有する金
属板Oを置き之にマイクロメーターMv捻:子 Fを接触せしめ，その際指針がM
の度盛岡板の零点を指示する如く予め伸縮台の高さを調節して争く口次に金属板
と硝子板の間に試料を置き且口金属板とマイクロメーターとり間に図に示す如く
電池E及びランプLを置き..Fを Oに接触せしめて厚さを測定する際，試料に
第 1 図 金属板C重量によって与えられる圧力以外D余分の圧力を Fによって与えない
様にした。第6表は上記装置により種々具った加圧荷重白下で測定した 1んトリコツト人絹編地D厚さ
を示す。
第 表6 
j)n圧荷重(gjcmり 厚度 (μ) Vf百考
2 377 1.試料
6 367 原糸……120d人絹糸
12 365 コー ス数jcm......23.5618 360 
22 357 ウエー ル数jcm……11.02 
26 356 高fI純一・・・ I/Jトリコツト編30 355 
36 355 2.金書板
42 354 rsi積……25cm246 350 
50 345 形…“正方形
Uけ
380 
尋l司自
主1360
3拘
31-0 
339012'0抑制弱
街車 工(払1/.)
第 2 図
第 2図は此関係、を示した曲椋である。此実験から考察するに加圧荷重が小なる聞は圧力が増ずに従っ
て編地面を覆ふている毛羽が次第に織物面に押伏せられると同時に編地を構成している互に重り合った
糸間の間隙が減少するため厚さの減少は急激であるが，毛羽が全部編地面上に押伏せられ且つ糸閣の間
隙がなくなった状態に於ては圧力が担当増加しても厚度は略々一定になる事が分る。而して此時の値を
以て各編地む厚度を比較するりが適当である。
第 7表及び第8表は夫々同一組織で密度の具る編地及び密度が略々同一で組織の具る編地について測
定した結果を示すD
第 8 表
竺!竺1~f，f:1.一九J コース数/mifブール数/cmlF竺|
No.l I 1/1トリコツト 1・ 23. 56 I 11. 02 I 3日
No・2I 2/1グ 20.161 12・46I 383 
第 7 表
Jウ誼開;ト番号ドー ス数jcml エー ル比一厚度(Ll)1
No.l I 24.41 I 9.45 I 297 
No.2 I 26.38 I 9.84 I 328 
No.3 I 29.53 I 10.24 I 329 
N0.4 I 29.92 I 10.24 I 335 
備考 !耳糸…"'120d.人絹糸
来日j織….lftトリコヅト編
加圧荷軍…・.~ojcm2
No.3 j 3/ 月y ??《? ?? 12.51 465 
航者原糸…ー 120d. 人絹舟
jJU圧荷重……30g/cm2
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第7表に示す如く同一組織り編地に於ては密度が増すに従い厚度は幾分か次第に増加する白又第8表
に示す如く同一密度の編地では鐸の移動距離が大となるに従い厚度は急灘に増加する口之は鷲の務劃距
離の大たる組織程各編日間に配置さる〉糸数が増加するが，密度が一定であれば編目間の距離は一定で
あるから編目I)flに配置される来の太さD
和が此の間際以上とたれば来が互に重り
合って厚さが急激に増加するものと考え
られる。従って編地の厚度を増加せんと
するには密度を増すよりも組織を変えた
古が有効である。
(p) 
2而
利市島岱拘
普主 (匙.?)
υι} 
3泊。
.1#.+ 
事3図は第7表じ示した試料について
測定した圧縮弾性ダイヤグラムで加圧荷
重を 30g/cばまで漸次増加し次に除圧
したもりである。岡田番号は第7表D試
料番号を示す口第3図から各試料の圧縮
率及び圧縮弾性度を求むれば第9表の如
くtJ:る。
5 叩 15 Z:O '3 3o 
荷主ー(弘，t)
。5 1'， io e :10 
街宣ニ(払~) 
第 3 図
第 9 表
1 原厚ω |圧縮厚ω1I除圧厚 (fl) 圧縮率 oの i圧縮弾性度(拓〉
D-d ..，-.n I Dl-d 試料菩:号 D d 
-FXICO l -一一 x100 D-d -iJヤf竺竺 10附m2 ~I-竺1
No. 1 340 297 321 12.6 55.8 
NO.2 370 328 355 11.4 64.3 
No.3 361 329 351 8.9 68.8 
NO.4 377 .335 362 11.1 64.3 
備考 試料は鵠7表に示したものに同じ
第10表は第8表と同じ試料について測定した圧縮率を示す。
第 1 0 表
院料番号2g原/(c内m厚g|1 圧500g縮/4c)m厚2 
圧縮率
く芦〉
No. 1 I .377 1 345 8.5 
12.4 
NO.3 I 536 i 436 18.7 
僻j考試料は第8表に示したものと同じ
圧縮率は編地の密度にょっτ余り彰響されない様であるが，組織
によっては相当影響を受ける。即ち第10表に示す如く同一密度
の編地に於ては麗D移動距離の大なる組織とたるに従って厚度
の場合と同様に圧縮率は急激に増加する口
5.総括
1. 1 cm宮内の編自数を Nl1mの糸で編成し得る編目数を Sと
すれば S人/1干の値は蹄地θ 組織によって異るが，同じ組織。
縮地では密度に関係なく殆ど同一である。
2. 而して平面意.及び編目長と編地の密度及び組織との関係は次式によって表し得る。
i一一 lOc 1.. 10c 
W="j N x 一一~=~-x 一一一'v .， " 9K -a "9K2 
軽編地の構造と4在理的性質の関係に就て
但し w..・H ・..編地重量1m2
K:=: ~.与= co凶(抑制時限参照〉
C……使用糸番手〈ヂューJレ数〉
aニ;-・編目長(m)
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即ち同一組織り編地に於ては平田重は~N に此例し，編目長はむ/百に反比例する。叉密度の同じ編地に
於ては平面重及1s.編目長は共にKvfi車に反比例する。
3. 編上長に対する整経長の割合は吹式から計算した値は実測した{直より幾分小となったが之は実測D時
経糸長を編機上で測長したるため即ち糸に張力が作用している状態で測定したるために生じた誤差と考
えられ，編縮みの値は大体次式で求めちれるものと考えられる。
即ち V F- K J W
'/ L -10'¥' C 
但し 1-…・・編上長 L..…-整経長
w-…・ウエール数Icm. C...・-・コ{ス数Icm.
K.…・常数(第2表. 第3表参照〉
4. 編地([)J手度は測定時の圧.力によって異り， 圧力小たる聞は圧力D差が厚度に及す影響は大である。
而して圧力が増して編地面上に突出せる毛羽が編地面上に押伏せられEつ編地主構成しτいる糸聞の重
り合いの間際がなくなれば圧力が変化しても!享度は略々一定となる。此状態で測定した値を厚度とする
のが適当である口
5. 編地のj事度及び圧縮率は編地の密度よりも組織によって受ける影響白方が大である口而しで厚度を
増加せんとするには援の移動距離の大なる組織を使用した方が効果的である。
